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＜アンケート調査について＞                          

 

■調査の目的 

・「人口ビジョン」及び「総合戦略」の策定にあたり、結婚・出産・子育ての希望や仕事などに関

して、市民や企業等の意向を反映したものとするため。 

・市民に人口減少という現実を認識してもらい、施策に対する理解を深めてもらうため。 

 

■調査の種類と概要 

調査の種類 対象 回収数 回収率 

１．市民アンケート調査 市内在住の 18歳以上 3,000人 977人 32.6% 

２．事業所アンケート調査 市内の企業 1,000社 307社 30.7% 

３．高校生世代アンケート調査 市内在住の 15歳以上 18歳以下 500人 76人 15.2% 

４．中学生アンケート調査 市内在住の中学 3年生 1,040人 823人 79.1% 

５．転出者アンケート調査 18歳以上の転出者 296人 35人 11.8% 

６．転入者アンケート調査 18歳以上の転入者 197人 22人 11.2% 

 

■調査票配布      平成２７年６月上旬随時 

 

■回答の期限      平成２７年６月３０日 

 

 

（注記） 

・回答結果の構成比は、回答数に対してそれぞれの占める割合を示しています。小数第２位を四 

捨五入しているため、合計値が 100％にならない場合があります。 

・図表中おいて、「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または、回答の判別が困難な

ものです。 
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１．市民アンケート調査 

 

１．泉佐野市が住みやすいと感じる点   

 

買い物をする店の多さ、近さや交通の便がよいと感じている人が多い。 

 

 

 

 

＜住みやすさに関する市内の居住地別の比較＞ 

住みやすさを感じる点について、泉佐野市内の居住地区間で違いがあるのかどうか、クロス集計

を行いました。 

（参照：次ページ「【参考】居住区別クロス集計」） 

 

最も回答が多かった「買い物をする店の多さ、近さ」については、第三、佐野、新池中学校区が

多く、逆に日根野中学校区は少なく他地区の半分程度となっています。このことから、日根野中学

校区の方は「買い物をする店が多い、近い」といった住みやすさをあまり感じていないと推察され

ます。 

また、次点の「交通の便がよい」については、長南中学校区が最も少ない結果となっています。 

一方、日根野中学校区は、交通の便については得票数を伸ばし、中間順位となっており、第 3位

の「自然環境が豊か」については、日根野、長南中学校区が多く、「買い物をする店の多さ、近さ」

と逆相関の関係が見られます。 

 

  

43.0%

42.9%

37.8%

36.0%

21.0%

17.1%

10.8%

8.9%

7.7%

7.3%

2.8%

2.2%

0.1%

3.6%

14.1%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

買い物をする店の多さ、近さ

交通の便がよい

自然環境が豊か

生まれ育った土地

安全安心な場所

通勤・通学の利便性

近所のつきあい、地域活動の活発さ

仕事がある

家賃、土地の価格

医療・福祉サービスの充実度

まちの知名度

教育・保育サービスの充実度

転入者への助成制度

その他

わからない・特にない

無回答

（複数回答可） 
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【参考】居住
● ●

区別
● ●

クロス集計 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

通勤・通学の利便性

安全安心な場所

教育・保育サービスの充実度

医療・福祉サービスの充実度

家賃、土地の価格

買い物をする店の多さ、近さ

転入者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地

その他

わからない・特にない

無回答

佐野中学校区 第三中学校区 新池中学校区

長南中学校区 日根野中学校区
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２．泉佐野市が住みにくいと感じる点 

 

医療・福祉サービスが充実していないと感じている人が多い。 

 

 

 

 

＜主な回答＞ 

◆充実していない医療・福祉サービスについて 

①義務教育の間は医療費を無料にして欲しい。 

②夜間、休日診療をしてもらえるところが少ない。 

③車などがなくても病院に通院しやすいようなサービスがあると嬉しい。 

④高齢者を含めて「未病」にするための施策がないように思う。    など 

 

◆充実していない教育・保育サービスについて 

①大阪南部は北部に比べ教育（学力）が低い。 

②学童保育を６年生まで引き上げてほしい。 

③病児保育設備がない。延長保育の時間が短い。 

④未就園児の一時保育制度がない。      など 

 

 

  

27.8%

18.8%

17.7%

15.8%

15.3%

12.6%

9.4%

9.2%

8.5%

7.9%

5.6%

4.1%

3.5%

9.8%

23.2%

8.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

医療・福祉サービスが充実していない

教育・保育サービスが充実していない

買い物をする店が少ない・遠い

交通の便が悪い

安全安心と感じられない

仕事がない

近所のつきあい、地域活動が少ない

まちの知名度が低い

通勤・通学がしにくい

家賃、土地の価格が高い

転入者への助成制度が足りていない

自然環境が豊かでない

見知らぬ土地

その他

わからない・特にない

無回答

（複数回答可） 
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３．住む場所を検討する際に重視する点  

 

交通、買い物等の利便性が高く、安心安全な場所を重視する人が多い。 

 

 

  

70.1%

57.7%

56.0%

44.6%

39.5%

36.4%

26.7%

25.7%

23.8%

16.3%

12.0%

7.1%

3.2%

2.1%

3.7%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

交通の便がよい

安全安心な場所

買い物をする店が多さ、近さ

医療・福祉サービスの充実度

自然環境が豊か

通勤・通学の利便性

教育・保育サービスの充実度

家賃、土地の価格

仕事がある

近所のつきあい、地域活動の活発さ

生まれ育った土地

転入者への助成制度

まちの知名度

その他

わからない・特にない

無回答

（複数回答可） 
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４．住む場所を決めたり、住宅を購入したりする際に、きっかけになり得る行政サービス 

 

医療費助成制度や子育て世代への補助等の経済的支援を望む人が多い。 

 

 

  

48.1%

35.9%

29.4%

26.3%

21.5%

17.1%

16.3%

12.2%

11.5%

11.0%

8.5%

7.8%

3.5%

3.4%

7.0%

15.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

医療費助成制度

子育て世代への税制優遇や補助金

保育所・学童保育の充実

転入者に対する税制優遇や補助金

学力向上のための教育の充実

地域コミュニティの充実

二世帯住宅、三世代同居などへの助成

住居に関する不動産情報の提供

求人・求職のマッチング

英語教育など特徴のある教育

転入（移住）に関する相談窓口

市民団体活動、地域活動の支援

定住促進パンフレット

定住促進専用のホームページ

その他

無回答

（複数回答可） 
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５．就労機会の向上等に向けて、泉佐野市が重点的に取り組むべきと感じるもの 

 

求人・求職のマッチング、就労に関する相談窓口、企業情報などの情報発信の重要性が高い。 

 

 

 

 

 

  

38.1%

32.0%

30.0%

21.8%

18.4%

14.6%

14.0%

12.1%

4.6%

24.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

求人・求職のマッチング

就労に関する相談窓口

企業情報などの情報発信

起業支援

企業・事業所などと連携した職業体験

ビジネススキル向上のためのセミナー

合同就職（転職）説明会

職場環境向上のための企業向け広報

その他

無回答

（複数回答可） 
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６．結婚していない理由   

 

結婚したいと思える相手がいないの次に、出会う機会、きっかけがない人が多い。 

 

 

７．泉佐野市が重点的に取り組むべき結婚支援事業  

 

安定した雇用、住まい・結婚祝い金などの経済的支援を望む人が多い。 

 

 

 

  

35.6%

30.9%

20.8%

18.8%

18.8%

15.4%

14.8%

14.8%

10.7%

9.4%

8.1%

7.4%

0.0%

8.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

結婚したいと思える相手がいない

出会う機会、きっかけがない

家族を養うほどの収入がない

精神的に自由でいられる

まだ若すぎる

経済的に自由がきく

結婚資金が足りない

結婚に意味を見出せない

仕事（学業）に打ち込みたい

異性とうまく付き合えない

理由は特にない

離婚した

死別した

その他

66.4%

59.7%

49.7%

28.9%

20.1%

9.4%

8.1%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安定した雇用の支援

若い夫婦への住まいの支援

結婚祝い金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会いの場の提供

行政がやる必要はない

若い世代への結婚に関する講習会

交際術やマナーなどを学ぶ講座

その他

（複数回答可） 

（複数回答可） 
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８．結婚を機に働き方はどうなったか 

 

男女差が大きく、女性の半分は結婚後に仕事を辞めており、結婚前の仕事を続けた女性は

29％しかいない。 

 

 

 

 

  

78.7%

5.6%

10.1%

3.4%

1.1%

1.1%

29.0%

9.2%

9.2%

50.4%

0.0%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚前の仕事を続けた

仕事の内容を変えて働き続けた

新たに就職した

仕事を辞めた

結婚前後とも仕事をしていない

その他

男 女
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９.理想的な子どもの数 

 

加重平均で 2.31人が理想的な子どもの数としており、現状の子どもの数 1.25人に比べ、 

1人の差がある。 

 

 

10.理想的な子どもの数を実現するための課題  

 

子育てや教育にお金がかかりすぎることを課題に挙げる人が最も多い。 

 

 

この他、理想の子どもの数より実際の子どもの数が少ない方を対象とした、理想の子ども 

の数と差がある理由についても、子育てや教育にお金がかかりすぎることを理由に挙げる方 

が 62.5%と最も多い結果となっている。 

 

48.1%

33.5%

6.6%

2.7%

2.4%

0.0%

6.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

2人

3人

子どもはいらない

1人

4人

5人以上

無回答

71.3%

32.4%

26.9%

26.6%

17.0%

15.2%

14.1%

11.4%

9.0%

7.7%

1.3%

5.6%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

年齢的な問題

育児・出産の心理的・肉体的な負担

子どもを預ける施設が整っていない

子育てを手助けしてくれる人がいない

家が狭い

自分の仕事に差し支える

妊娠・出産・子育てに関する情報不足

配偶者の家事・育児への協力が見込めない

不妊症、不育症のため

その他

課題は特にない

無回答

（複数回答可） 
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11.今後、育児に関するサービスとして、泉佐野市が最も力を入れるべき施策  

 

金銭的なサポートや子ども園等の定員拡充を望む人が多い。 

 

 

 

 

12.泉佐野市の将来人口 

 

10万人または 20万人までがちょうどよいと思っている人が多い。 

 

 

 

  

14.6%

10.1%

8.2%

5.9%

4.8%

1.3%

1.3%

0.3%

2.1%

1.6%

49.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付

幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充

子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上

子どもを預かるサービスの時間の延長

子育てにおける母子の保健・医療体制の充実

子育てに関する施設・サービス・イベントなどの情報提供の充実

子育てに関する総合的な相談体制の充実

子育てに関する様々な講座、イベント、講演会の実施

その他

行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない

無回答

0.7%

2.6%

27.4% 26.0%

6.1%

29.3% 7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5万人未満 5万人～10万人 10万人程度

10万人～20万人 20万人～30万人 わからない

無回答
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13.今後、人口減少が進んでいくと、最も困ることは何か 

 

＜主な回答＞ 

①介護サービスの従事者が減少し、充分な介護サービスが受けられない。 

②近所が高齢者ばかりで、災害が生じた時にどれだけ力になれるか心配。 

③いつか車の運転ができなくなり、買物難民になるのではと不安。 

④あらゆることで、今より生活水準が下がる。 

 
 
 
 

14.泉佐野市が活性化し、人口減少に歯止めをかけるためには、市として何を重点的に 

進めるべきか 

 

＜主な回答＞ 

①泉佐野駅周辺の商業地域とりんくうタウンを結ぶ地域をあわせ、魅力ある商業地域を作り

活気を取り戻す。商店街に空き家が目立つ今だからこそ、新しい町を作り直すチャンス。 

②医療の充実と並行して、病気にならない身体づくりを行政としてスポーツ施設や指導者を

増やしていく努力が必要。 
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２．事業所アンケート調査 

 

１.有給休暇取得率 

 

有給休暇取得率は、事業所規模が大きくなるほど高くなっている。 

 

 

 

  

0.0% 20.0% 40.0%

0％

1～10％

11～25％

26～50％

51～75％

76～100％

無回答

10人未満 10～29人 30～49人 50～99人 100人以上
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 ２.男性・女性の育児休業取得率 

 

男性、女性とも取得率 10％未満が突出している。 

 

【男性】 

 

【女性】 

 

 

 

76.9%

1.6%

1.6%

1.0%

0.7%

0.7%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

17.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0％以上～10％未満

10％以上～20％未満

50％以上～60％未満

90％以上～100％未満

80％以上～90％未満

100％

30％以上～40％未満

20％以上～30％未満

40％以上～50％未満

60％以上～70％未満

70％以上～80％未満

無回答

60.6%

8.5%

3.9%

3.6%

1.3%

1.0%

0.3%

0.3%

0.3%

0.0%

0.0%

20.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

0％以上～10％未満

100％

10％以上～20％未満

50％以上～60％未満

20％以上～30％未満

90％以上～100％未満

30％以上～40％未満

70％以上～80％未満

80％以上～90％未満

40％以上～50％未満

60％以上～70％未満

無回答
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３．結婚、妊娠、出産後も継続して女性が働くために必要なこと 

 

育児休業を取得しやすく、職場復帰しやすい環境の整備が必要であり、また、そのこ 

とを社員全員の意識に浸透させることが重要だとする事業所が多い。 

 

※ 選択肢中の‘子育てを行う従業員’は、男性社員を対象として含む。 

 

 

 

  

37.8%

36.8%

26.7%

23.8%

22.8%

22.5%

21.5%

20.2%

19.2%

19.2%

14.3%

13.0%

11.7%

9.4%

9.4%

4.9%

4.2%

7.5%

13.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

育児休業を取得しやすく、職場復帰しやすい環境の整備

育児に関する制度の利用について、社員全員の意識の浸透が

重要

出産や子育てによる退職者についての再雇用制度

子育てを行う従業員を対象とした、始業・終業時刻の繰り上

げ・繰り下げ制度

育児サービス費用を補助する制度（ベビーシッターや託児施

設の利用料補助等）

子育てを行う従業員を対象とした、フレックスタイム制度

子育てを行う従業員を対象とした、年次有給休暇取得の促進

のための措置

妊娠中や出産後の女性従業員の健康、育児休業制度などの周

知や情報提供及び相談体制の整備

3歳以上の子の子育てを行う従業員を対象とした、短時間勤務

や隔日勤務制度

子どもの看護のための休暇を時間単位で取得できるなど利用

しやすい制度

子どもが生まれる際に父親が休暇を取りやすい制度

事業所内託児施設の運営(共同運営や保育施設と契約している

場合も含む）

子育てを行う従業員を対象とした、勤務地、担当業務の限定

制度

子育てを行う従業員を対象とした、情報通信技術（ＩＴ）を

利用した場所・時間にとらわれない働き方の導入

3歳以上の子を育てている従業員に所定外労働をさせない制度

労働基準法の産前産後休業を上回る期間の休業制度

育児・介護休業法の育児休業制度を上回る期間、回数等の休

業制度

その他

無回答

（複数回答可） 
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４.拠点の立地を検討する際に重視する点 

 

顧客との距離や交通の便など、アクセスの良さを重視する事業所が多い。 

 

 

 

  

50.5%

47.6%

22.1%

15.6%

15.0%

14.7%

14.3%

12.1%

11.4%

11.1%

9.4%

8.5%

6.8%

5.2%

4.9%

6.8%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

顧客との距離が近い

交通の便がよい

まちの将来的な発展性

地価・物価が安い

ゆかりのある土地

競合他社の進出状況

周辺住民・自治会等が協力的

税の減免

市の支援策が整っている

防犯・防災体制が整っている

まちのイメージ

仕入先との距離が近い

自然環境が豊か

連携できる企業や大学

従業員の居住する場所の確保

その他

無回答

（複数回答可） 
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５.泉佐野市で事業を続ける中で、泉佐野市で足りていないと思う点 

 

地場産業の衰退などまちの将来に不安を感じることに次いで、商店街などに対する市の 

支援がもっと必要との意見が多い。 

 

 

 

＜自由コメント欄の主な回答＞ 

①りんくう周辺の開発の遅れ、地場産業の衰退。 

②商店街がシャッター通りにならないよう、市の支援がもっと必要だと思います。 

③海外からの旅行者の通過点だけになっている。 

④大きな雇用を生み、人の集まる空港なのに、交通の便が悪いという印象を持たれている 

 のがすごくもったいない。 

 気軽に空港に行こうと思える費用であれば、アミューズメント施設としての空港になり、 

 空港内にもユニークな事業者が進出するのでは。 

 

  

35.8%

23.1%

14.0%

11.4%

9.1%

8.1%

6.5%

4.6%

4.2%

3.6%

2.6%

1.6%

1.0%

8.5%

19.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

まちの将来が不安

市の支援策が不十分

まちのイメージが悪い

防犯・防災体制の整備が不十分

取引先から遠い

交通の便が悪い

連携できる企業や大学がない

地価・物価が高い

操業環境が悪い

市内の自然環境が乏しい

市内に住宅地がない

周辺住民・自治会等との関係が悪い

泉佐野市になじめない

その他

無回答

（複数回答可） 



18 

 

 

 

６.就労機会の向上等に必要な行政サービス 

 

就労相談、就労のマッチング、起業支援など、全般的な取組みが必要。 

 

 

 

 

 

７.泉佐野市が活性化し、（将来的な）人口減少に歯止めをかけるために、どのような施策 

を重点的に進めるべきか 

 

＜主な回答＞ 

①3人目、4人目の子育て支援策。 

②古民家と農地活用、空家の低価での貸出。 

③農業の活性化（貸し農園を増やす。社会人でも週末に学べる農業研修基幹の設置。外国人

を研修するなど農業を通した交流の活性化。） 

④シャッター商店街となってしまっているつばさ通、春日通商店街などの活性の手助け。 

店舗貸出の援助など。 

 

  

25.4%

25.1%

23.1%

20.5%

19.9%

17.3%

12.4%

12.1%

2.9%

16.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

就労に関する相談窓口

就労のマッチング

起業支援

企業情報などの情報発信

ビジネススキル向上のためのセミナー

企業などと連携した職業体験

合同就職（転職）説明会

職場環境向上のための企業向け広報

その他

無回答

（複数回答可） 



19 

 

 

３．高校生世代アンケート調査 

 

１.将来、泉佐野市に望むこと 

 

スポーツや遊びの場を増やし、駅や街なかをきれいにすることを望む人が多い。 

 

 

 

２.2060年までに泉佐野市が「こうなっていてほしい」、「こうしてほしい」、「こうしたら 

いいのに」と思うこと 

 

＜主な回答＞ 

①関空が近くに立地しているので外国人に来てもらい、泉佐野市を通過点にせずに来客して 

 いただくのにもっと頭を使うべきでしょう。 

例えば、医療ツーリズムに力を注ぐことで、りんくう総合医療センターの活性化など。 

②自然が豊かでゴミの落ちていない、きれいで市内のみんなが協力し合える市にしたい。 

 

 

34.2%

26.3%

21.1%

18.4%

18.4%

15.8%

13.2%

13.2%

13.2%

13.2%

13.2%

11.8%

9.2%

9.2%

7.9%

6.6%

5.3%

5.3%

3.9%

2.6%

2.6%

2.6%

1.3%

1.3%

0.0%

9.2%

1.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

スポーツや遊びの場を増やしてほしい

駅や街なかをきれいにしてほしい

自然を守ってほしい

事故や犯罪がないようにしてほしい

学校の施設・設備を充実してほしい

ごみのポイ捨てをなくしてほしい

きれいな景色をつくってほしい

お年寄りや障がいのある人にやさしくしてほしい

外国の人とふれあう場を増やしてほしい

買物をしやすくしてほしい

人がたくさん来るようにしてほしい

川の水をきれいにしてほしい

災害から守ってほしい

仕事場を増やしてほしい

差別のないまちにしてほしい

道路を便利にしてほしい

バスを利用しやすくしてほしい

子どもがたくさん生まれるようにしてほしい

住宅地をつくってほしい

病院を増やしてほしい

文化活動の場を充実してほしい

農業をさかんにしてほしい

公園をつくってほしい

工場をつくってほしい

みんなで協力してまちづくりをしてほしい

その他

無回答

（３つまで回答可） 
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４．中学生アンケート調査 

１.将来、泉佐野市に望むこと 

高校生世代と同様、スポーツや遊びの場を増やし、駅や街なかをきれいにすることを 

望む人が多い。 

 

 

 

２.2060年までに泉佐野市が「こうなっていてほしい」、「こうしてほしい」、「こうしたら 

いいのに」と思うこと 

＜主な回答＞ 

①2060年にはゲートタワービルの 2棟目が見たいな。 

②泉州の中心地になって欲しい。 

③借金が無くなって、公共施設の利用料が安くなって欲しい。 

36.2%

26.5%

22.6%

21.5%

19.0%

18.2%

17.6%

17.4%

15.3%

14.6%

10.7%

9.8%

9.1%

9.1%

8.4%

8.1%

7.4%

7.3%

4.6%

4.4%

4.3%

4.0%

3.4%

3.3%

0.9%

7.8%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

スポーツや遊びの場を増やしてほしい

駅や街なかをきれいにしてほしい

事故や犯罪がないようにしてほしい

川の水をきれいにしてほしい

買物をしやすくしてほしい

自然を守ってほしい

学校の施設・設備を充実してほしい

災害から守ってほしい

ごみのポイ捨てをなくしてほしい

きれいな景色をつくってほしい

道路を便利にしてほしい

差別のないまちにしてほしい

公園をつくってほしい

人がたくさん来るようにしてほしい

みんなで協力してまちづくりをしてほしい

お年寄りや障がいのある人にやさしくしてほしい

外国の人とふれあう場を増やしてほしい

仕事場を増やしてほしい

バスを利用しやすくしてほしい

子どもがたくさん生まれるようにしてほしい

住宅地をつくってほしい

病院を増やしてほしい

文化活動の場を充実してほしい

農業をさかんにしてほしい

工場をつくってほしい

その他

無回答

（３つまで回答可） 
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５．転出者アンケート調査 

 

１.転出することになった最も大きなきっかけ 

 

結婚など個別の事情によるもので、行政サービスが影響しているものではない。 

 

 

    ※ その他については、寮からの退寮や子どもと同居するためなど。 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.9%

17.1%

11.4%

8.6%

8.6%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

22.9%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

結婚

転職

転勤

離婚

親の都合

住宅の建て替え

就職

退職

通勤・通学に便利なように

子どもの都合

その他

無回答
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６．転入者アンケート調査 

 

１.泉佐野市に住まいを決めた主な理由 

 

通勤・通学の利便性や交通の便のよさで決めた人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.5%

36.4%

31.8%

27.3%

13.6%

9.1%

9.1%

4.5%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

13.6%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

通勤・通学の利便性

交通の便がよい

仕事がある

家賃・土地の価格

生まれた土地、以前住んでいた

自然環境が豊か

買い物をする店の多さ、近さ

安全安心な場所

医療・福祉サービスの充実度

教育・保育サービスの充実度

転入者への助成制度

近所つきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

その他

無回答

（３つまで回答可） 
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２.泉佐野市の居住者を増やすため、今後どのような移住・定住支援策に取り組んだら 

いいか。 

 

医療機関や防災対策、子育て等に対する各種支援の充実を求めるものが多い。 

 

 

 

40.9%

40.9%

36.4%

31.8%

31.8%

22.7%

22.7%

18.2%

18.2%

9.1%

4.5%

0.0%

18.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

緊急時にも安心してくらせる医療機関の充実

緊急時や地震等に対する防災対策の充実

出産や子育て等に対する各種支援の充実

市内の居住可能な空き家を紹介する「空き家バンク」制度の充実

バスなど市内を移動するための交通利便性の充実

高齢者が生きがいをもって元気に暮らせるような高齢者福祉の充実

子どもたちの教育環境の充実

転入者が住宅を新築・改善する際の費用の一部を補助する制度

就職・求人情報の提供の充実

起業支援の充実

泉佐野市の特色の活用

その他

無回答

（複数回答可） 


